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⦿男の仕事
　新潟の十日町市は織物が有名な場所。今は往時の
面影が偲ばれる産業だが，「美味しい蕎麦屋があり
ますよね」と覇志堂が撮影で行ったときの思い出を
語る。1949年に十日町に生まれた岡村金蔵さんが
技術者になると決めた根底には，地域のもつ力があ
ったのかもしれない。農家の次男なので最初から家
を出ることは決まっていたが，なぜか銀行マンと学
校の先生にはなりたくなかったという。「男の仕事
とは土木か建築だ」と思い，日本大学理工学部建築
学科に進む。構造は確かに「男の仕事」なのだ。構
造技術者として迷うことはなく選ぶ，新進気鋭の斎
藤公男さんが教鞭を取っていたのも幸運だった。岡
村さんは，今でもいわば斎藤組の一人なのです。
⦿遠くへ投げる
　建築家，都市計画家として名を成した大高正人さ
んが大好きで，「大学時代にアルバイトにも行きま
した」と青年の目になる。だから，木村俊彦構造設
計事務所に入りたかったのだという。たまたまその
とき，採用はしない時期だったけど，木村俊彦先生
の門下生である渡辺邦夫さんが率いるSDGの門を
叩いたのだった。当時は無名のSDGだが，今はすで
に廃刊の「建築」に出ていたので名前は知っていた。
初顔見せのとき…と岡村さんはいうが，面接に事務
所を尋ねると，囲碁をしている二人がいた。渡辺邦
夫さんと番頭の高橋一正さん（本コラム第83回に登
場）だったが，どちらが先生なのかわからなかった
とか。そんなアットホームなSDGの時代であった。
　渡辺さんからいわれたことで，座右の銘になって
いる言葉がある。「計算なんか覚えなくていいから，
世の中にどんな構造があるか知るように」。実務の
中で構造計算は覚えていくだろうから，建築へ意識
を向けなさいと。渡辺邦夫さんの凄いところは，設

計提案する時に目標を遠くに投げることだったと岡
村さんはいう。誰も思いつかない，とても無理だろ
う，そんなものできるのか，と誰もが思うようなポ
イントを目標に掲げる。それを，岡村さんは師の意
を汲んで「遠くへ投げる」と表現したのです。
⦿渡辺邦夫をつなぐ
　13年間 SDGでの仕事では，さまざまな建築にか
かわり，建築家との関係も深くなった。しかし時期
が来て，後進に道を譲ろうという意思を固めて退所
する。自分で仕事を始めるときは，それまでのかか
わりを捨てゼロからと決めていた。これは渡辺さん
が木村俊彦先生の元を去るときに，自分に課したル
ールであったという。それを引継いだのだった。
　まずは，TIS＆PARTNERS（構造家・今川憲英主
宰）に半年間「世話になった」という。斎藤公男さ
んのデスクを使わせてもらったのもよい思い出だっ
たが，いよいよ目白で事務所を構えた。今は，自宅
で忙しく仕事をする毎日を送っている。多岐にわた
るアトリエ設計事務所の若い設計者からの相談も丁
寧に受ける。統廃合の学校建築や消防署，体育館や
住宅も多い。染み付いている渡辺邦夫さんの教えを
基本に，意匠設計者と一緒に図面と向き合う。構造
家は計算するだけが仕事ではないのだから。
　社名のCRS構造設計研究所の由来は，「バンドの
CCRが好きだったから」と意外な答えが返ってきた。
構造設計集団エスデージーをSDGと呼んで久しいが，
その継承では？　という覇志堂の問いに，流石ベテ
ランだからかもともとシャイな人なのか，「SRC（鉄
骨鉄筋コンクリート）を逆さから並べただけ！」と
すかしたお答えなのでした。
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